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介護ロボット導入に向けた意見交換会を開催

林業ＤＸで県内初！環境制御システムを導入「福井県知事杯ハッカソン２０２４」を開催

自動運転の実証が県内各地で実施

第2回ＤＸ推進本部会議を開催しました！

県では、４つの介護事業所をモデル
事業所に選定し、介護ロボットやICT
機器等の導入・活用による介護現場の
業務改善等の伴走支援を行っています。

12月に、4事業所による課題、取組
み状況、対応方針等の意見交換会を行
いました。
今後、4事業所が取り組んだ先進事

例を発信し、県内の介護事業所への横
展開を目指していきます。

業務特化型生成AIの活用を開始

県では、人工林の利用増加で苗木の需要
が高まる一方、県産苗木の供給が追い付い
ていないことが課題となっています。
そのため、坂井森林組合の苗木生産施設

（Wood Nursery SAKAI）では、生産コス
トや労働負荷の低減を目的として、ハウス
内に設置したセンサーで温度や湿度などの
環境を監視し、自動制御も可能な環境制御
システムを導入しました。
今後も林業DXを進め、人手不足等の課

題解決を目指します。

11月に、第2回DX推進本部会
議を開催しました。
アナログ規制の見直しや徹底

した業務変革、デジタルの社会
実装の推進を重点的に行うこと
を確認しました。
電子契約の導入やプッシュ型

行政の推進など、今後も県民利
便性の一層の向上に努めます。

ポイント配布による行動変容を促進！ 地域の中でのデジタルデバイド対策

県では今年度から業務に生成AI
を活用していますが、12月からは、
県独自のデータを扱う業務特化型生
成AIの利用を開始しました。
まずは会計事務の分野で、職員か

らの問い合わせ対応に活用します。
今後も、生成AIを活用した更な

る業務効率化や生産性向上を目指し
ます。

マッチングシステムで家事代行利用を推進

令和5年度の未来技術活用プ
ロジェクトにて実証を行った
（株）CaSyと福井県が、連携
協定を先月11月に締結しまし
た。
共働きの多い福井県では、家

庭における家事負担が大きい一
方、ハードルの高さから家事の
外部化は進んでいないという課
題があります。
自動マッチングシステムによ

り、家事代行の利用手続きにお
ける煩雑さを解消し、県内の家
事代行利用の普及を目指します。

9月末～11月上旬にかけて、ハッ
カソンを開催しました。敦賀市「空
き家の利活用」、鯖江市「市民の声
を政策に反映させるデジタル・プ
ラットフォームの整備」の課題解決
を目指し、各チームがアイデア出し
とプロダクト開発を行いました。
現在は実装を目指す動きが進んで

おり、12月には鯖江市で、プロダク
トのメリット・デメリット等につい
て市民と意見交換を行いました。

福井市では、地域の中でスマー
トフォンなどのデジタル活用法を
教える「まちのデジタルサポー
ター」の育成に取り組んでいます。
サポーターとして人に教えるコ

ツを学ぶ講座と、実践の場として
のスマホの使い方教室を実施して
います。23名の受講者に対して、
のべ32名のサポーターがスマホの
使い方をレクチャーしました。
今後もデジタルデバイド対策を

推進し、誰一人取り残されないデ
ジタル社会の実現を目指します。

今月12月に、MR技術を搭載
した車両の実証を行いました。
移動手段にエンターテインメ
ント性を付加し、今後の観光
振興に繋げます。

家事負担軽減や家族時間・
ゆとり時間を創出し、福井で
働く方々の仕事と家庭の両立
支援の充実を図っていきます。

越前市では、10月に自動運
転バス（レベル２）の一般車
道での運行実証を行いました。
運転手不足が課題となる中、
自動運転技術で地域の交通手
段の確保を目指します。
昨年から国内初のレベル4

（特定条件下における完全自
動運転）の移動サービスを本
格運行している永平寺町では、

県内各地で、ポイント付与
による行動変容の取組みが行
われています。
健康分野では、歩いた歩数

や健康的な食事、検診受診な
どに応じてポイントを付与し、
健康づくりの習慣化を目指し
ます。

他にも、嶺南地域におい
て１か月の節電効果が高
かった世帯にポイントを配
布し、節電行動の習慣化を
促す事業などがあります。
今後もポイントを活用し

た行動変容を促進し、多様
な分野での課題解決を目指
していきます。
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